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〔日本語〕

3M™ Petrifi lm™  
生菌数測定用プレート（ACプレート）  
概要概要
3M™ペトリフィルム™生菌数測定用プレート（ACプレート）は、標準培地と冷水可溶性ゲル、TTC指示薬とで構成され
ているできあがり培地です。 ACプレートは、食品や飲料中の生菌数測定に使用します。 ACプレートは滅菌されていま
せんが、汚染除去処理済みです。 ３Mマイクロバイオロジー製品はISO9001で認定された工場で生産されています。

注意注意：
3Mは、AC プレートを食品と飲料以外の分野への使用について検証しておりません。 3Mは、 AC プレートを水や医薬
品、化粧品の分野への使用について検証しておりません。 ペトリフィルムACプレート法を承認された地方自治体の規制
による水質検査に使用に対する承認はお客様の独自の裁量と責任で行なってください。
また、ACプレートは、あらゆる食品や食品製造工程、テストプロトコール、あらゆる菌株について試験を行ったわけで
はありません。
ＡＣプレートを、米国認定の研究室低温殺菌計測に使用しないで下さい。
AC プレートを人、動物の診断用に使用しないで下さい。

製品性能の情報につきましては3Mまでお問い合わせ下さい。

お客様の使用責任お客様の使用責任
他の培地と同様に、全く同じ種類の菌株を検出する培地が存在するとも限りませんし、特定の菌株のみ数えることのでき
る培地が存在するとも限りません。 加えて、検体採取方法、検査手順、準備時間や処理のような外的要因が菌の回収や
測定に影響を及ぼすこともあります。 例えば、一部の細菌（乳酸菌の一部、球菌の一部）では、ＡＣプレートで測定さ
れにくい場合がある一方、他の菌において標準培地より菌数が多く現れることもあります。
お客様の要求する事項に選択した検査方法が適したものとなるように、十分な検体数の食品や微生物を評価する適切な検
査方法の選択は、検査を行うお客様の責任となります。
また、その試験方法あるいは結果が、お客様あるいは供給業者の要求を満たしているかについても、お客様の判断にな
ります。 
他の培地と同様に、ペトリフィルムAC プレートの結果は食品、飲料、工程の品質を保証するものではありません。
お客様は、検査実施担当者が適切な検査技術を身につけるように指導してください。 医薬品安全性試験実施基準 
(連邦規制基準のパート58、表題21、米国食品医薬品局） または ISO7218に従ってください。6

保証免責条項／制限的保証保証免責条項／制限的保証
法において禁止されていない限り、３Ｍは目的以外の使用に対しては表記・非表記を問わず、質・特性を含む製品につい
てのあらゆる保証を負いかねます。 万一、３Mペトリフィルム プレートに欠陥があった場合には３Mまたは取り扱い販
売店で交換あるいは返品の処理をいたします。 対応はこれのみとさせていただきます。 商品の欠陥があった日から60日
以内に、3Mまたは販売店まで、現物を送付して下さい。 返品の手続きについては３M担当者までお問い合わせく
ださい。

３Mの保証責任範囲３Mの保証責任範囲
法律によって禁止されない限り、３Ｍは直接的・間接的、特殊、必然・偶然を問わず、利益損出を含む製品についてのあ
らゆる保証を負いかねます。 法において禁止されている場合を除き、あらゆる法的論理に対しても３Mの保証責任範囲
は欠陥品と認められたプレートの購入金額を超えることはありません。 それ以上の保証を望まれるお客様は、購入され
たそれぞれの国で適切な助言を求めるようにお願いいたします。

保存と廃棄保存と廃棄
未開封のペトリフィルムプレートパウチは温度8℃(46°F)以下で冷蔵または冷凍して保存してください。 使用の際には、 
開封前に製品を室温に戻してください。 使用していないプレートは包装パウチに戻してください。 開口部を折ってテー
プなどで止めてください。 湿気を避けるために開封したパウチは再冷蔵しないで下さい。封をした包装パウチは、乾燥
した冷所で保管し、一ヶ月以上は保存しないで下さい。 封をしたペトリフィルムプレートの包装パウチは、（エアコン
が完備されていないような）検査室が25℃(77°F)以上で、相対湿度50％以上の場合には、冷凍庫で保管する事をお勧め
します。（下記参照）
一度開封したプレートを冷凍保存する場合には、シールできる容器にペトリフィルムプレートを入れてください。 冷凍
されたペトリフィルムプレートを使用する場合には、容器を開け、必要な数のプレートを取り出し、残ったプレ－トをシ
ール可能な容器に入れ、冷凍して下さい。 使用期限を過ぎているプレートは使用しないで下さい。 一度開封したパウチ
の保存は、自動霜取り装置が無い冷凍庫で保存してください。プレートに対して悪影響を与えることがあります。
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変色したプレートは使用しないで下さい。 使用期限とロット番号はペトリフィルムプレートのパック毎に記載されてい
ます。 ロット番号はプレート毎にも印字されています。 
ご使用後、ペトリフィルムAC プレートはバイオハザードとなる菌を含んでいるかもしれません。 お客様の廃棄基準に従
って処理してください。

使用説明書使用説明書
試料の準備試料の準備
1.  適切な滅菌希釈液をご使用ください。 
 バターフィールドリン酸緩衝液1,2、 0.1% ペプトン水1、ペプトン塩希釈液2, 3 、 緩衝ペプトン水2,3、リン酸水素ニカリ

ウム溶液2,3、食塩水 (0.85～0.90%)、亜硫酸水素塩フリーのリージンブロスまたは蒸留水。
 クエン酸塩、重亜硫酸塩またはチオ硫酸塩が入っている緩衝液は、菌の成育を阻害するので使用しないで下さい。クエン酸塩、重亜硫酸塩またはチオ硫酸塩が入っている緩衝液は、菌の成育を阻害するので使用しないで下さい。

クエン酸塩バッファーが標準方法で示されている場合は、上記のバッファーの一つで置き換え、40～45℃
(104-107°F)に暖めてください。 

2. 試料を攪拌またはホモジナイズしてください。
3. 菌の成育を確実にするために、検体懸濁液のpHを6.6－7.2に調整して下さい。 酸性の検体については、1N NaOH 

でpHを調整します。 アルカリ性の検体に対しては、1N HCL でpHを調整します。

プレートへの接種
1.  ペトリフィルムACプレートを平らな水平面に置きます（図a参照）。
2.  上部フィルムを持ち上げ、ピペットを垂直にして、下部フィルムの中央に 1 mL の検体懸濁液を滴下します (図b参照)。
3.  上部フィルムをかぶせます（図ｃ参照）。
4.  スプレッダーの凹面を下にしてプレートの中心部に置きます。（写真ｄ参照） スプレッダーの中心部を軽く押し、

検体を均等に広げます。 ゲル化されるまでに、ペトリフィルムプレートの培地部分内で広げます。 フィルム上でス
プレッダーをすべらせないで下さい。 

5.  スプレッダーをはずし、プレートをゲル化されるまでそのまま少なくとも1分間放置します。

培養培養
透明フィルム側を上にして培養してください。、20枚まで重ねて培養することができます。 使用されている国の参照方
法によって、適した培養時間と温度を使用することができます。事例として、認証された方法の特定の使用方法の項を
参照してください。

判定判定
1.  AC プレートは、通常のコロニーカウンターあるいは他の照明付き拡大鏡で計測することができます。 コロニーの大

きさや色の強さにかかわらず全ての赤いコロニーを測定します。（写真ｅ参照）
2.  円の面積は約20ｃｍ²です。 プレート全体で300以上のコロニーが存在していれば1ヵ所かそれ以上、1 cm²格子中の

コロニー数を測定して、推定で測定ができます。 １ｃｍ²あたりの平均値を求め、それを20倍してプレートあたりの
測定値を出します（図ｆ）。 

3.  ペトリフィルムAC プレート上のコロニーが多すぎる場合、成育域全体が赤あるいはピンク色になります。 時々、プ
レート中央部分にコロニーが見られず、エッジ部分に多くの小さなコロニーが見られることがあります。 このような
現象が見られた場合、測定不能多数（TNTC）として記録します。 もし、実数が必要な場合には、さらに希釈を行な
ってください。

4.  一部の細菌はゲルを溶解して広がり、他のコロニーの存在が不明瞭になることがあります。 このような場合、溶解し
ていない部分を数え、菌数を推定します。

5  必要に応じ、コロニーを個別に検査できます。 上部フィルムを開け、ゲル部からコロニーを釣菌します (図g参照)。
標準手順に従って確認をします。

6.  培養器から取り出した後、１時間以内にプレートを測定できない場合、密封可能な容器に入れて－15 °C以下の温度
で冷凍して保存し、１週間以内に測定をしてください。

さらなる情報はペトリフィルムプレートの解説書を参照してください。 特定の応用や手順に関する質問がある場合は、
お近くの販売店にお問い合わせいただくか、弊社のウェブサイトwww.3m.com/foodsafetyをご覧ください。
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妥当性確認された方法妥当性確認された方法
AOAC® Offi  cial MethodsAOAC® Offi  cial MethodsSMSM (986.33 ミルク中での細菌および大腸菌群のカウント　乾燥フィルム法、および989.10 乳製
品中での細菌および大腸菌群のカウント　乾燥フィルム法)

Scope of the validations:Scope of the validations: 牛乳およびその他の乳製品。
ペトリフィルム™ ACプレート　32± 1ºC　48± 3時間
この文書の解説部分に規定されている指針に従って下さい。

AOAC® Offi  cial MethodsAOAC® Offi  cial MethodsSMSM (990.12 Aerobic Plate Count in Foods, Dry Rehydratable Film Methods)
妥当性確認された方法 食品中。
ペトリフィルムACプレート　35± 1ºC　48± 3時間
この文書の解説部分に規定されている指針に従って下さい。

ISO4833ISO48334と比較し、ISO16140と比較し、ISO161405に準拠するAFNORの検証済みの方法 に準拠するAFNORの検証済みの方法 (3M 01/1-09/89) 
上記の試験法を用いる場合には、以下の詳細に従ってください。

適用範囲 適用範囲 
全ての人用食品検体
培養培養
オプション1オプション1 - 乳製品と生の貝類を含む、全ての人用食品の試験用：ペトリフィルムACプレートを、30℃±1℃
で、72時間±3時間培養します。
オプション2オプション2 - 乳製品と生の貝類以外の、全ての人用食品の試験用：ペトリフィルムACプレートを、30℃±1℃
で、48時間±3時間培養します。
判定判定

ISO 7218 に従って、希釈毎の菌数を計算します。 推定菌数は、AFNOR認証の範囲外です。

効力の失効についての詳細は、上記のウェブサイト上で入手できる AFNOR 検証証明書を参照して下さい
Nordval検証法Nordval検証法
適応範囲: 適応範囲: 全ての人用食品。

ペトリフィルムACプレートを、30ºC ± 1ºCで72時間 3時間培養します。

ペトリフィルムACプレート法の詳細は、NordVal検証法を参照してください。

参考資料参考資料
1. FDA. 1998. Bacteriological Analytical Manual, 8th ed., Revision A, Appendix 3.64.
2. ISO 6887-1。 食品及び動物飼料の微生物学－微生物学試験のための試験検体、初期懸濁液及び10進希釈液の調製、

パート1： General rules for the preparation of the initial suspension and decimal dilutions
3. ISO 8261/IDF 122。 牛乳および乳製品 - 微生物学試験のための試験検体、初期懸濁液及び10進希釈液の調製の一

般的ガイダンス 
4. ISO 4833 食品及び動物飼料の微生物学－ 微生物の計測用の水平法 - 30°Cでのコロニー計測技術
5. ISO16140、食品及び動物飼料の微生物学 - 代替法の検証のためのプロトコル
6. ISO 7218。 食品及び動物飼料の微生物学－微生物学試験のための一般規則

AFNOR
Validation

3M – 01/01 – 09/893M – 01/01 – 09/89
アグリビジネス用の代替分析法 アグリビジネス用の代替分析法 

AFNOR認証によって認定された方法AFNOR認証によって認定された方法
www.afnor-validation.comwww.afnor-validation.com



4

凡例凡例
•  注意, 使用前にお読みください

•  箱のロット番号や砂時計の記号は、ロット番号および使用期限を示します。 砂時計の後は年・月で、使用期
限を示します。（年・月：2010-10）砂時計の次の行全体はロット番号 (2010-10 AZ）を示します。

•  指定した温度以下で保存してください。

AOAC はAOAC INTERNATIONALの商標です
Offi  cial MethodsはAOAC INTERNATIONALのサービスマークです。
NordVal is established as a Nordic System for validation of alternative microbiological 
methods (test kits) 。

__°C
__°F
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e.b. f.

c.

d.
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3M United States 
3M Center, Bldg. 275-5W-05
St. Paul, MN 55144-1000
USA
1-800-228-3957

3M Canada
Post Offi ce Box 5757
London, Ontario N6A4T1
Canada
1-800-563-2921

3M Europe and MEA
3M Deutschland GmbH
Carl-Shurz - Strasse 1
D41453 Neuss/Germany
+49-2131-14300

3M Latin America
Avenida Santa Fe 55, Santa Fe
C.P. 01210 Mexico City
Mexico
5255-5270-0400

3M AsiaPacifi c
9 Tagore Lane,
Singapore 787472
65-64548611

3M Japan
31-1, Tamagaradai, 2-Chome
Setagaya-Ku, Tokyo
158-8583, Japan
81-3-3709-8289

3M Australia/New Zealand
9 - 15 Chilvers Road
Thornleigh,  NSW   2120
Australia
1300 363 878



3M Health Care

St. Paul, MN 55144-1000 U.S.A.
www.3M.com/foodsafety
Made in U.S.A. of globally sourced materials.

3M およびペトリフィルムは3M Companyの商標です。
© 3M 2010. All rights reserved.  34-8704-9516-4



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


	Button1: 


